
 

 

 

 

 

 

 

 

学科長からのメッセージ 
 

 合格おめでとうございます！ 

 

 でも、新しい大学生活に向けて不安もあるでしょう。両親から離れて一人暮らしを始め

る方もいるでしょう。大学生活は、いずれ社会へ出て自立するための準備、そして訓練の

期間でもあります。でも心配無用です。生命工学科は皆さんをしっかりとサポートします。

特に１年生の前半は、１０人程度のグループに別れ、毎週、担任教員と話す機会がありま

す。５月には、全員で１泊２日の旅行もあります。そこでは気の合う友達を見つけたり、

勉強の相談をしたりできるでしょう。 

 大学でやりたいことを考えましたか？ もちろん勉強は大事ですが、それ以外のこと、

クラブやサークル活動、友達との遊びなども実は大事です。大学時代は、一生を左右する

といってよいほど、自分が大きく育つ大切なときです。希望をもって充実した大学生活を

送って欲しいと思います。 

  

 大阪工業大学生命工学科は、工学部の中で生命科学を勉強する学科です。命を知る勉強

や研究だけでなく、命のしくみを利用する、命のしくみを作り出す勉強や研究ができます。

また、食品衛生管理者および食品衛生監視員の資格も取得できます。生命工学科には生物・

食品・医学・工学の様々な分野を専門とする教員がいます。２年生から３年生前半までの

１年半をかけて、全ての研究室で実験・実習を行います。そこでは、研究室の設備を利用

し、大学院生に手伝ってもらいながら、各研究室が用意したテーマで実験・実習を行いま

す。その後、３年生後半からは希望する研究室に分かれて所属し、卒業研究に取り組んで

いきます。早くから少人数で問題を解決していく訓練を続けていくことが生命工学科の特

徴です。社会に出てから大切なコミュニケーション能力や問題解決能力を身につけること

ができるでしょう。 

 

 生命工学はこれから伸びていく分野です。２０１２年のノーベル賞の対象となった iPS

細胞も、まもなく再生医療や創薬分野で実用化されていくでしょう。皆さんが勉強・研究

していくことが、広く社会で役立つ時代が到来します。そこでは、金属やプラスチックに

代わって、細胞やタンパク質が主役です。皆さんの知識や技術力が日本の将来を支えるこ

とになります。４月からのご入学を、教員一同、心から待っています。 
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